
「学生のおもしろ企画・大学祭企画」実施報告書 

※整理番号：   

 企画名 

土木の魅力を伝えるボランティア活動 

 実施日時（大学祭に実施する場合は，時間帯も記入してください．） 

①  海辺の自然観察会： 平成 28年 8月 6日（土）～8月 7日（日）→ 9月 3日（日）に変更 

②  カキの学習会  ： 平成 29年 



「学生のおもしろ企画・大学祭企画」実施報告書 

（裏面） 

アンケートの結果（来場者にアンケートを実施した場合） 

今年度は未実施 

成果・課題 

①海辺の自然観察会：今回の企画では，100 名の参加者を 3 グループに分け，それぞれのグループが①ア

マモ場観察，②海岸清掃，③体験学習「キレイな海について考える」を順番に体験するという方法で実

施した．私たちは，共催団体と相談しながら，両者が繋がりを持てるように企画を考えたため，参加者は

実際にアマモ場を観察するだけでなく，学ぶこともできる良いイベントだったと思われる． 

 課題は参加者が 1 グループで 30 名程度であったため，全員がヘドロに触ったりするには時間が少し足

りなかった点や，その他のイベントと連動しているため，参加者の移動にトラブルなどがあるとイベント

の時間が足りなくなったり，逆に余ったりすることがあった点である．今後はそのような事態も考慮して

余裕のあるタイムスケジュールを作ることを心掛けたい．イベント自体は子供から大人まで興味を持って

私たちの話を聞き，体験してくれたので成功したと考えている． 

 

②カキの学習会：カキの学習会では浄化実験として，濁度と COD の時間変化を子供たちと一緒に測定し

た．測定結果をグラフに書き出すと，カキが入っている水槽の濁りが低くなってくるのがよく分かった．

今回は昨年の反省を踏まえ，身近なパラメータとして子供たちも知っている COD も測定した．ただし， 

COD については時間的な変化がほとんど見られず，経時的に汚れが少なくなるという結果を得ることがで

きなかった．この点については疑問が残るので，今後検証し，次回以降の実験に役立てていきたいと考え

る．また，子供たち自身で身近な COD を測定して欲しいと思い，パックテストは実験後に興味のある子供

たちに配布した． 

実施風景（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提出方法】応募書類を電子ファイルで提出してください．E-mailでも受け付けます． 

【提 出 先】工学部学生支援室（kou-gaku-gakubu@office.hiroshima-u.ac.jp） 


